
 
平成 22 年 10 月 29 日 

各 位 

上場会社名    株式会社アドバネクス 
代表者      代表取締役会長兼社長 加藤 雄一 
（コード番号   5998） 
問合せ先責任者  取締役業務管理本部長 大野 俊也 
（TEL．     03－3822－5865） 

      
 

子会社における特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

  

 当社子会社である株式会社ストロベリーコーポレーションは、平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計

期間における特別損失の発生について公表するとともに、平成 22 年 8 月 6日に公表した平成 23 年

3月期第 2四半期累計期間業績予想および平成 22年 5月 14日に公表した平成 23年 3月期通期業績

予想につき、別紙のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、当社の業績予想につきましては、本日別途開示しております「特別損失の発生及び業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

以上 



 
平成 22 年 10 月 29 日 

各 位 

          会社名  株式会社ストロベリーコーポレーション 
  代表者  代表取締役社長   加藤 毅 
     （JASDAQ・コード  3429） 
  問合せ先  取締役経営管理部長 中込 巡 
      TEL：03－5953－5115 

      

特別損失の発生 及び 業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計期間において、下記のとおり特別損失を計上すること
といたしましたので、その概要をお知らせするとともに、当該特別損失による影響や最近の業績動
向等を踏まえ、平成 22年 8月 6日に公表した平成 23 年 3月期第 2四半期累計連結業績予想および
平成 22 年 5 月 14 日に公表した平成 23 年 3 月期通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたの
で、お知らせいたします。 
 
 

記 
 
１．特別損失の発生及びその内容について 
 

当社は、平成 23 年 3 月期第 2四半期累計期間において、345 百万円の特別損失を計上する
ことといたしました。内訳は以下のとおりです。 
 

 当社は、経営合理化策として、平成23年3月期第3四半期に以下の施策を実行することを決 

  定しました。これらの実施に伴う費用のうち327百万円を、平成23年3月期第2四半期におい 

  て計上いたします。これらの他に、過年度消費税等および資産除去債務影響額18百万円（内、   

   17百万円は第１四半期に計上済）を特別損失として計上いたします。 

① 工場生産縮小に伴う費用 271百万円 

     連結子会社である喜多倍利精密部件（広州）有限公司の生産縮小に伴い、在庫廃棄損

失の計上、機械設備の生産委託先への移設（または除却）費用の引当を行います。 

  内訳：在庫廃棄損失 233百万円 

     機械設備移転および資産除却等 38百万円  

② 希望退職実施に伴う費用 40百万円 

平成22年11月に正社員および非正規社員30名程度の希望退職を募集することを決定し

ました。希望退職実施に伴う特別退職金額の引き当てとして40百万円を計上いたしま

す。  

③ その他 16百万円 

   本社事務所の縮小及びサンフランシスコ事務所の閉鎖に伴う費用等として 16 百万円 
   を計上いたします。 
    

 

 

 



２．平成 23 年 3月期第 2四半期累計連結業績予想数値の修正 
      （平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9月 30 日） 

                 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 1,200 △445 △475 △495 △12,264.92 

今 回 発 表 予 想 （ B ） 1,250 △470 △520 △865 △21,432.64 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 50 △25 △45 △370 - 

増 減 率            （％） 4.2 - - - - 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期） 
1,774 △155 △179 △182 △4,511.65 

 
 

３．平成 23 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

                                                                         （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 3,930 △180 △205 △235 △5,822.74 

今 回 発 表 予 想 （ B ） 2,300 △830 △880 △1,290 △31,963.13 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,630 △650 △675 △1,055 - 

増 減 率            （％） △41.5 - - - - 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期） 
3,237 △671 △696 △697 △17,279.96 

 
４．修正の理由 

 第2四半期累計連結業績につきまして、本日発表しました第3四半期以降に実施する経営合理化対

策の実行に伴うコスト327百万円を特別損失として計上することから、当期純利益が前回予想から

370百万円減少し、865百万円の損失となる見込みです。通期業績につきましては、当社の主力であ

る携帯電話市場は、国内において、スマートフォンを除く市場は需要が低迷し、加えて、開発の遅

れにより当社新製品の市場投入が来期へずれ込むため、当初約29億円で計画しておりました携帯電

話市場の売上高が約19億円へと減少する見込みとなりました。また、ノートパソコン向け事業につ

いても懸案でありました技術問題、品質問題はほぼ解決したものの、立上げの遅れが響き、当初10

億円で計画しておりましたノートパソコン市場の売上高につきましても、約４億円へと減少する見

込みです。このため、通期の営業損失・経常損失が前回予想を大きく下回るとともに、経営合理化

対策の実行に伴うコスト合計372百万円を特別損失として計上する予定であることにより、当期純

損失額は、前回予想と比べ1,055百万円増の1,290百万円の損失となる見込みです。 

             

以上 
 

＊ 上記の業績見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、リスク

や不確実性を含んでおります。今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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